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京

塑
凸

山

寺
の

經

藏
に

区
．

第
八

ナ
三

函
第
＋

五

琥
ヒ

し

て、

「

十
二

天
法
」

一

帖・
が

傳
尤
ら

れ
て

U
る
．

外
題
・

内

趨
ド

「

⊥

T

二

尺

法
」

ヒ

あ
ゐ

茄

義
の

爪・
で

料
舐
ド
威

蓉
を

用
い

て
P

る。

縦
二

∵
一

糎、

横
丁

マ

九
粧
て、

押
界
バ
花
さ

八
一

丁

旨
面

七

行
で
あ
12
，

界｝
高
匹
一

四

・

朮

権
、

界
幅
冖

口
一
・

六

糎・
て

あ
る
。

表
紙
ほ、

原
表
紙
と

篷
製
鰹
爪

弓
し

て、

共
ド

外
題
鳳

．

＋

こ

尺

法
」

と

あ
る．

後
補
表
紙

這
葱
餐

・

法
鼓
笋
九

箱
L

ヒ

あ
る．

原
表
献
は．

中

央
上

方
ド

外
顳
バ

存
し
て

い

る
訳
、

そ
の

下

ド

三

条
の

宙
百

入
れ

バ
嵩

け

し

て
い

る
。

右

裾
の

一

条…
は

墨
ド

て

旅

荊
さ

れ
て

瓦

藷
で

き
ば

い
。

中

央
の

外
趨
下
方
ド
あ
る

書
入

詮
．

蕩
之

本
・

墓
る．

4
循
専
亙

香
、

藷
轡

之

本・
L

と

あ

る

拶
の

で
僧

名
鄙
バ

墨
で

抹
淌
さ

れ
て

お

り
、

明
確

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
で

る

ド

鳳

判

績
で
ミ
冨

い

バ
、

某
辱
と

．

舜
・

ヒ

バ
浩
し

マ

い

μ
越

う

ド

見

受
け
ら

れ
る

。

裏

蓋
の

左

裾
ド

う
書
入

れ

弩
し
て

P

る

訊
．

「

僧

藁
・

と
あ

る

第
三

字
目
の

僧
ゐ
の
【

客．
△

判
讀
で

き
な

い
。

舉
育
な

く
、

當

該

資
料
の

性
椿
を

知
る

手
懸
ー
固、

原
表、

紙
ド
直
り

す
る

僧
名
ど

享
堅

衣

紙
ド
嵐
》

τ
な

僧
鳥
と

で
あ

る
斌

四

条
⊥

仔
丁
る

内
の

三

条
鳳
十

分
に

は

判
領
で
き
は

い
。

残
り
一

春

の

．

霧
」

柔
勸
で
あ

・

て
．

当

馨
萪
の

性
格
を

知
ゐ
・

・

と

窯
り

　
　
　
　
　
　
　
o

カ

て

ぐ
廻

い

本
丈
の

垂

驀
加
點
は
、

平

安

時
代
後

瑟
芒
凡

ざ

れ

る。

本

文
に

加

馳
さ

れ
仕

ヲ
コ

ト

點
と

燮
轟
ほ

後

掲
の

如
く

で
あ
ゐ

バ，

使
用
さ

れ
て

い

る

ワ
コ

ト

験
ぼ

叡
山

黯
に
合
致

可
る

。

叡
山

點
は．

天

售・

琵
獻
山

所
用
の

ヲ
コ

ト

黥
と

老
た
ら

れ
、

・
当

畝
資

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ユ

料
汐
天

倉
宗
比

獻
山

關
係
の

資

料
て

あ
る
と

汚・
本
り

れ
る

。

　
本
資
料
14
．

叡
山

點
加
點
の

賢
例
と

し

て

も
注
目
さ

れ
る

も
の

て
あ
る
於
、

所
用
の

假
石
ド

濁
音

専
甲
の

假

鑑
が
洛
し
て

ハ

ー1．
》

て

の

濁
者

簷
固，

「

タ
」

F

對
し
て

「

曳
」

、

「

テ
」

に
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對
し

て
・

モ
L
、

・

レ
・

・
、

LF

對
し

て
コ

」
・

矼

ど

の

濁
者

假
超

を

用
い

て

お

り、

そ

の

濁
音

假
危
は、
・
0
と

の

假

毳
を

左
右

a
に

鳳

天
地
F

裏
返
し
k

δ
の
で
あ
る。

そ
の

濁
者

躄
の

方
透

は
、

他
ド

例
を

見
聡
い

も
の
と

し
て

注
目
さ

払
て

い

る
。

婁
礬
萪
の

ヲ
コ

ト

黠
は
、

左
の

如
く

歸

憩
乳
る

。

へ

山

〕
羅

口
、

畢
，

「
q

．

日

［

口

国

国
陪

口

　
3

，
λ

レ

　

　
　

　
　

　
ヨ

先
述
の

如
く
、

叡
山

黙

答
致
了
る
が
．

ヲ
・

ト
點
は

妻
の

訓

讃
ド

利
用
さ

れ
て

本
文
に

加

黠
さ
れ

る
と

同
時
ド．

漢
文
本
大
以

外
ド

陀

齶
部
分
ド

右
加

黠
さ

れ、

　

○

窩
ε

喇
書・

耶
£・

蕎
訶

　
（

六

オ
5
）

の

如
く

驤
尼
・

讀
贏

2
部
を

示
す
の

に

用
い

り
れ
て

い

る
。

・

あ
貳

う
ば
陀

羅
尼
の

讀
み

の
一

却
と

し
て

花
羅
尼
部
分
ド

ヲ
コ

　
　

　

　

　

　

　

タ
ユ

ト

黠
を
加

黯
て

る
弄

法
口、

西
墓
點
資
料
ド

白
4
轟
見
受
汀

裏

る
ろ
の

で

め
る

斌
、

秀
口

泉
山

門
漁

閣
係
の

資
料
と

し

て

匳．

寳

幢
院゚

點
和

點
の

資
料
を

卩

じ

め，

高
山

森
嚊

言
法

芋
釋
天
立

口

三

年
黥

多
丈
工

部

第
こ

弋
二

號
・

壕

尺
二

函
屡
一

慌
．

尺

雨
沒

留
黥

型
乢
）

で

鳳
，

梵
字
に

；
卜

點
瓜

加

黠
さ

払
、

そ
の

讀
み

を

爪
し

に

例
嬉

ど
、

ハ

存
す

る
。

嘗
警
料
甲

に

ロ、

陀

羅
尼

鄙
以

外
の

漠
文

本
文
に

乙
盪
・

假

名
ほ

使
用
さ

れ
て

。

鯛
に

譌

寡
し
て

（

モ

ォ
7
）

の

例
を

見
出
耳、
」

と
が

で
き
る

。

　

又、
○

昼

温
暘
（

二

）

燭
別
ン

メ
ヨ

。

（

七

恋
）

。

施

刃
翻
彎
・

ラ

豕
（
・

↓

顯
ハ

奮
し

轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
せ

セ
）

食
命
）

む
得

恐
台
（

セ

ウ
キ
）

ぽ

ど
の

甲
例．
ハ

存
し

て

簿
目
さ

れ
る

、

’
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ン ワ ラ ヤ マ ’丶

A 亟 1 ヤ
一  

」

卞
更

†

　
　
）

と
、

を

《

ヰ り ミ ヒ

、i ヒ

ゴ
入 盤 ル ユ ム 7

へ
ー．》

⊥ A フ

ヱ レ メ へ

L 乂

x
へ

）

ヲ 口 ヨ モ ホ

回 ヨ 亠 早

ま

　
　
　
［

注
〕

・

築
島

裕
・

尺

台
宗
の

古
訓
點
に

つ

い

マ
L

（

．

傅
教
六
師

　
　

研

究
山

早
稲
田

大

學
出
版
合一

、

昭

和
四

十

八
−

年
六

月
）

　〕
筮
小

島
　

裕
『

國
紐
脚

の

歴
史
』

（

由

个
栴

大
罅
す

出
版

曾
、

昭

γ
和

五

　
　
十
二

年
十
一

月
）

築
島

裕
．

假
名
・

（

『

H
本
語
の

世

界
5
』

中
央
公

論
社．

　
　
昭

和

五

†
亠

ハ

年
四

月
）

、

沼
本
克
明
氏
よ

り、

彙
・

寺
觀
智
配

藏
の

叡
山

黔
加

點
資
料
「、

　
　
、

、

の

種
の

手
法
で

加

點
さ

れ

k
も
の

バ

百
す
る

旨
の

銜
ポ

　
　
唆
・

御
教
示
を

得
に
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
吻

　

　
　

訓

頡

文

凡

例

一
、

高
山

寸
藏
＋
二

天

法

め

全
文
を
、

加
え

ウ
れ
R
訓

點・

盆
ざ

　
剤

議
し

て

訓
讀
文
琶
作

哉
し

ト
。

一
、

訓
讀
丈
は．

原
本
の

鮟
名
を
片

假
煮
で
示
し
、

ヲ
コ

ト

點
を

平
僚
名
で

示

し
斥

．

楽
ド

春
レ

て

濁
音
假
名
と

剣
斷

と
ト

6

の

ほ

音

假
品
ド

濁
黔
な

付
し
、

ダ
・

、

べ
・

の

如

≦
不

し

斥
，

又
、

、

ン

・

を

示
丁
と

隠
わ
れ

る

假
名
ほ
「

人

」

と

し

て

示
し
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヨ
ア

ヨ

　
入

聲
の・
表
示
か
と

疑
わ

れ
る
「

涅

（

五

ウ
6
）

」

鳳

「

入

」

と

　
し

て
示

し

に
。

、

不
讀
の

漢
官
鳳
［

凵

ド

包
ん

で
示
レ
．

再
讀
の
二

度
目

の

讀

み

5
［

凵

て

包
ん

で

再

讀
で

あ
ゐ

享
を

示
し

に
。

、

原
夲
の

聲
點−
は、

富
該
守
の

下
に

（

平
ど
等
巳

注
し

 
。

、

嘉
駟
は．
｝

羃
に

從
い

右
下

の

コ

・

」

を
「

・
」

で，

丘「

下
の

「

・

」

を
、

・

L

で

示
し、

原
本
ド

莚
し

は

い

も
の
鳳

私

に

は

繍
わ
侭
い

。

返
黠
芝

示
万

左
下
の

「

・

」

は
、

加

點
さ

れ
R・
写
に

（

反
）

と

注
し

斥
。

一
、

訓
蕾
ド

際
し

て

蚤
乙

恩
わ
れ
ろ

注
記
ロ、

翻

讀
文
の

該
嘗

箇
所
ド

、

ご
を

付
し

て
、

劃
護

文
の

木
尾
ド

訓
讃
注
と

し
て

掲
け
に

。
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ニ
オ

ナ
こ

た

法

　

栗
穴

方
人
目

左
尺

牢
　
右

チ
派

拳

　

安
睡
声

声
チ・

素
亙
蜂

稿

若

艇
こ

　

拑

辱
卑

糞
ぐ

ミ

循

春

ナ

掴
去

　

跳
冥
÷

昌

　

叢
摩・

、

芽
跋

動

駅
南

委
仔

去

魁

叢

量
縛
釘

・
・

委

奪
捺

髪
粟
縛

噸

　

東
労

市
釋
工
へ

 

石

チ
司
前
左

チ
五

指

　

亘
量
相

希
地

欺
、
＼

指
座
中

節
爆

風

　

者
火

脊
嘗

屈
中

非

窒
亠

ミ

雨

　

庵
図

襟

躍
野
4
縛

有

　

礼
・

ワ
司

淹
砺

鴇

耀
也

宴

縛
釘

　

更
南
育
丸

尺

 
彦
手
伶

拳
安

腰

−・
・

友

右

手
五

裕
亘

豆
軸

着
屈

室

納

肴

　
Ψ

写
守

昼
中

涛
兮

功

縛
前
柏
峯

　

ち
者
亠

・

竜
壽
爺
嘔

皐
賻

智

　

崗

方
輪

摩
尺

 

牝
庸

韋
、

瓦
屈

　

ネ

・
牙

「

＋
二

天

法

　
「

東
北

・

万

の

大ハ

自
在［

天
の

印
　

右
の

手
爆・
に卩
作
（

シ
）

て

腰
の−
石

に
「

安
け

。

友

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

き

　

は

手
の

五

指
直
く
竪
（

テ
）

て

相
（

ヒ

誉
（

ケ
）

よ
。

地
氷
の
二

（

ッ
）

の
「

捉
厳

節

　

を
屈
（

セ

）

よ
。

火
風
堅

の
三

（

ッ
）

の
指

同

各
（

ノ
）

小
し

相
（

ヒ
）

去

け
よ

。

　

「

帥
咸
」

眞
亠r
舜
（

二

）

日

　
（

7・
）

　
「

量
麼

三

曼

鬆
駄
南
奄
．

裂
ネ

昏
£、

嚢
徴

「

曳
娑

縛
訶

　

　
　

　

　

　
　

　

　
の

タ

言

「

ス
云
（

7
）

奄
督

。、

捺
・
上、

罹
・、

也．
亠、

娑

釁
閃

　

「

東
方
の

帝
釋
天
の

印

右
の

寺
前
に

同
し

。

左
’
于
の

五

指
「

直
（

ク
）

墜
（

テ
）

　

て

相
（

ヒ

Y
著凵
（

ケ
）

よ．。

地
痕
の

二

（

ツ
）

の
“
指

は

中
の
節
遠
屈
（

シ
）

て

風
を

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
ロ

　

以

て

k
の

背
に

「

著
（

ケ
）

嫉
。

室
は

中

の
節
を

屈
（

セ

）

べ
。

眞
言
（

二

）

日

　
ニ

　

（

ク
）

“

　

「

庵

因・
去・

掬・
・

評

羅・
渋
野・

上・

娑
縛
訶

　

　
　

　

　

　
　

シ

ヤ
　
　

キし

　

「

又

云
ヘ

ク
）

瓜
児．
斫
」
羯．

ム．°
羅、

上．

也
．
上、

娑
甑
凹

訶

・
牙

−

東
南
方
の

火
尺
の

印

左
の

手

拳
に

作
（

シ
）

て

腰
の

「

左
に

姿
け。
右

の

丈
ノ

）

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　　
ロリ

　
五

指

直
（

3
歴
〔

テ
）

て

杷
（

ヒ

）

着
（

ケ
）

よ
。

室

左
屈
（

シ
）

て
「

掌
中
に

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
ま

　

納
メ

著
（

ケ
）

貳
。

風

は

中
（

↓
節
を

屈
（

シ
）

マ

娑
嚼
訶
与、

相
（

ヒ
）

招
け

。

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　（
反り

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

一
　

邑

　

「
」

興
言
（

二

）

日

（
7
）

　

　
　

　

　

タ
　

　
ナ

ヤ

　

「

奄．
阿

著
゜
哦

塗
泙（
壱

膚・
上、

娑

奮
訶

　

層

南
方
の

焔
酵
天
の

印

先
（

ッ
）

合
掌
せ

岐
。

二

（

ツ
）

の

地

「

中

？
）

節
を
屈

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
ソ

へ

ε

　

し
て

背
（

ケ
レ

て

相
（
」

と

看
（

ケ
）

よ
。

二

（

ツ
）

の

風
太

屈
（

シ
）

て

者
ゲ
て

者
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三

ウ罕

中

弊
彗
加

希
こ

虱
憶

琢

登
着
昏
、

犬

掬

神
巻

黔
嚢
莫
宅
恥

窒
袖

痺
耶
嬖
脅

餌

酌

南
方

琿
到
大

甲

薫
．

牙

作

拳
塩

薩

石
ゑ

号
五

掬

亘

燮
軸

者
滋
鈍

札

鼻

八

ウ
乙

52
物

押
疲

沢

甲

婁
÷
9

同

喰
地

厘

咫

墨
縛

亠

列

面

労
承
尺

 
宅

手
如

前
充

手
毎

拳

宣
 
入

導
中

風
苞

笠
由

1

愚
ワ

出

斗

成
真
・
て
。

奄
猿
ツ

助

田晒
9

懸

丁

野
宴

博
 
 

敦
方
臥
天

 
右

チ
恕
閉
た

す

希

儲

暴
鷲
驟
撫
稲
熨
臭’
．

．

杢
つ

蕨

げ
の
尺

解
完
貸
膏

チ
ナ

有
閃

祠

廴
二

脹
憾

ろ
殉

へ

お
こ

圃
へ

妹

ユ

叡
玖

た

室

入

友

堂
ノ

宇
神
友

火
甲
左

空
忍

麹
左

面

ヴ

空

脊
入

左

掌
中
押
右

犬

嵐
与

阿
相

　

彩

真
オ

・

　

蔑
穴

室

曜
縫
勹

勺
テ

鞏
縛

可

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

耀

（

ケ
）

よ
。

二

（

・
）

の

．

火

夢
以
て

蒼
ノ

）

風
の

史
−

）

節
を

押
せ
．

感
具

三

ウ

亠

昌

（

二

）

日

（

ク
）

　
「

奄
焔‘
ε

摩
芸

評

耶
β

よ、

婆
嚇

附
訶

　
「

西

南

方
の

羅
剰
尺
の

印

右
の

手

拳
に

準
（

、

こ
て

腰
の

「

右
ド

妥
σ。

左
の

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

ど

　

手
の

五

指

直
（

7
）

竪
（

テ
）

て
相

（

」
）

著
（

ケ
）

べ
。

地
水
の

中
（

−

）

節−

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
（
憂）

　

を

屈
し

て・
蜃
の
心

踊

を
「

以

て

地

火
の

甲・
｝

と

押
ゼ

。

帥一

感
興
亠

δ

（

二

）

日

（

7
）

　

　
　
ノ

ア

　

　
　

　

　

　
の

チ

　

「

唸
地

ε

聖．
二、°

底（
よ）

曳
ε

娑
騨
詞

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

ニ

と
しロ
ア

　

．

西

方

へ

5
木
天
の

印

右
の
、
子
前
の

如
し

。

左
の

手
国

彎
掘
て

「．
室

を

卑

　

の

中
に

入

（

レ

、

）

こ

と

勿
レ
。

風
は

直
く

ク
）

堅
（

テ
）

て

中
（

ノ

）

節
少
し

面

オ

兄
間

（
セ

）

べ
。

帥剛
「

「

越
回
穴

肯
ロ

（

二

）

日

（

ク
）

　

『

唾．

紳
書

噛・
渉

争・
β

野
£・

娑
縛
訶

　

「

西
北

方
の

風
天
の

印

右
手
区

前
の

如
（

シ
）

。

左
の

手
の

五

指
−

直
（

7
）

竪

　

（

テ
・

）

相
（

」

）

著
（

ケ
）

岐

地

木
は

中

（

ノ

）

節
を

屈
（

セ
）

貳
、

帥
蔵

　
ヒ

具
亠

蒔

（

二

）

　

日

　
（

ん

／
）

　

「

轟・
5

耶
羣

畷
竃

轍

結

娑
騨
訶

　

「

北

方
の

耽

沙
門
大
の

印

先
ツ
八

昼
千
せ

岐

　
十
−

指゚

内
ド

相゚

（

b
）

「

叉

（

へ

　

・

）

．

二

（

ツ

ー
・

壷
（

テ
）

鼠
芒
・

・

貳
．

二

・

ッ
・

の

墨
・

テ
・

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
ウ
ロ

贈

・

て

轍
些

屆
せ

べ．

左
の

室
右

蔓
あ

誼
羽
入

つ
）

て

左
・

火
の

干
を

押
せ

。

右

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
コ

　

の

空
同

亦

左
の
¶

空
の

背
目

に

餓
（

シ
）

て

左
の

岸
の

中
ド

入
（

レ
）

て
右
の

沢
の

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
お

　

　
　

　

　

　
　

　

　
ハ
お

　

甲
を

瑠
。

風
鳳

酵
与、

相
（

・
）

「

招
け

皇
。

（

ご
日

9
）

　

　
　

　

　

　
　

　一
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丞
ム

疲

淑

伍

霧

契
阿

羅
昂

誌
五

ウ

『

奄

翼
休．

．

底
．
．．

鷺
セ

葺

農
婆
野
可

　

目
天
へ

叩
如

衷
凡

尺

ヤ
似

取

堂

十

　

有
圃

禦
句

憩
莫
諸

も

叢
数
夊

蕉

軍
ぜ
些
轉

鼡

　
ヤ

曜
牟
え
令

堂
−

ず
棺

掴

若、
丶

風
5

寺

オ

ニ

室
拯
畑
圃

稟
冫・

眠

恥

　

上

方

蛭
尺
隔

下
右

手

添
鼠
τ

蓄

鑾

　

ξ
丁
五

栴
相

着

墨

辷
山

屈

耳
す
祠

少

　

許
過
順
屍
職
蓮
花
相

眞
ら

亀

弄

庵
俣

羅
含
ユ

幹

墨
磚

前

　

下

方
笈

汽
・

叩
曳
合

孛
風
昏

千
回

葯

　

頃
相
准

尊
六

嗣
こ

守
橡

煮
風．

　

側
直

ハ

亠 ・
・

q

・

　
　
　
　

　

　
まへ

　

餐

畢
や

糎
獄

甑

曳
宴

縛
イ

「

　
9

尺

 
不

暑

前
地

条
似
b
こ

空

　

頭
養

杜
淑
下

鄭
夏

譜

を

凶

考

査
阿

．

條

底

畷
也

婁
縛
可

　

　
　
　
　

　

　
ロし
ヘ

　
　

ナ

　

「

奄
吋

云
ご

室
．
る

羅冖
£
、

瀞
§

孥・彑）
野

娑
樽
訶

　

「

上

方
の

梵
天

の

印

右
の

尋
拳
に

作
（

シ
）

て

腰
の

右

萋
け

。

「

左
の

千
の

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
ロ
き

　

五

指
相
（

ヒ

）

虻

石
（

ケ
）

て

之

を

竪
（

テ
）

よ
。

小
し

屈
（

シ
）

て

其
の亠
尚
さ

少

　

　
　
　

カ
さ

ノ

　

し
「

許
を’

肩

ゆ
遇
く
せ

。

即
（

千
）

咸
（

ス
）

。

蔽〜
花
の

相
ド
せ

感
。

匡
莫
・
百

　

　
　
　
　ロ
まり

　

（

二

）

　
日

（

ク
）

弄

『

唸・
豊

測
・

渉

顰
飫

齠
ε

摩
Σ

宀

寧
£・

娑

縛
訶

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
ヘハ　
し

　

「

下

方
の

地
尺
の

印
−

先
ツ

合
堂
廿
改。

風
以
下
の

四

指
（

ノ

）

「

頭
相
（

ヒ
）

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
ポ
ト

リ

　

柱
（

セ
）

貳

前
の

方
亠

へ

に

開
け。

云
ツ

ー
）

室
は

各

フ
）

風
の
「

倒

に

　

著
（

ケ
）

べ
。

」

墺
言
（

二

）

日

（

ク
）

　

　
　
よ
ヒ

　
　

　
　

　
　

テ

イ
　
　

　
　ム
ビ

　

『

奄
卑
2

浮

哩
2〕

融
曝

・

鎚
詠

隊
．．

曳
娑

縛
訶

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

す

　

，

日

天

の

卯

前
の

地

尺
の

印
に

異
（

ナ
）

ら

不。

但
し

貢
四

，

）

室
の

「

調

　

を
以
て

各
（
ノ

）

末
の

下
の
廿

印
を

柱゚

（

ゼ
）

よ
。

ヒ

眞

畜
（
こ

）

日

（

ク
）

　

　
　
　
こ
　
　

千

　

殳
云
（

ク
）

侮
適

上・

佐
・

確
・・

 ・、
阿
釜

靺・
・

哮
鯉
蔑・
渉

範
訶

　

・

月
天

の

印

前
の

焚
天
の

印
の

如
（

シ
）

．

但
レ

掌
中
に

月
『

有
（

り
）

て

濯

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
さ

　

自
な

り

芽
ス

想
文

作
ら

（

A
）

ワ

作
セ

M

藁
言
（

二

）

日

（

7
）

　

　
　
　
　
　

ぽ　

　

　
　
セ
み

　
　
　
ゅ
タ

　

「

奄

戰
§

髮
捺
£

蘿
舘

迄
．

蓼
嚼
訶

　

「

七

曜
の

卑

先
（

ッ
）

合
掌
せ

べ
．

＋

指
相
（
ヒ

）

着
（

ケ
）

て
こ

（

ッ
／

）

穿

風
と

［

与
〕

「

室
Z
を
極
（

こ
て

相
（

ピ
）

開
け

」

塁
邑
（

こ
日

（

7
）

　
・

無・
＄

羅

暮
瞬

姦
織
蓉

哩
・
上

郭
彝・
蟾・
・

奪
踟・

・

多
書
，

而
・

驫

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

協
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鼕
畢

ろ

曲
置

埒
込

慳

耶

燐

異

　

敗

多
命

僞
る

底

畢
，

峰
耶

童
嬉
餌

　

ナ、
こ
億

雫
乳

虚
贈

演
壱
ブ
こ

寒

殊
湘
乳

　
・

ト

窯
之

桐

藁・
て

句

　

奄
齢
孜

臘
尽

恒

冪
象

匣
、

峰
那

恐

量
舞

瓠
潜

雛
壌

賣

・

気
加

有
所
建

飲

仮
五

未
報

卑
料

　

薫

稗
吹

あ

家
離

常
網

夷
勿

令

稀

　

五

家
看

叛
糸

姜
更
由

摩

乳
簸
各

韆
餌

暴
稽
趣

鷲
覊

　

ナ・
丶

妝
い

摩
塀

白

無
幽

太
・

痔
汚
ッ

潅
『

股

柔
所

　

憂
へ
丁

畚
峰
三
ぴ

壇

姿
遷
た

芽

志〒
丸

眼
に
矩
丶
心

放

恥
旗

中

裸

　

腫

呈

衛
丈
具

魯
虚

を
薮

驫

　

M

措

攻

壇
美

廴

量

吟
続
粥
奪
≠

　

各
丸

漁
人

鬱
コ

随
鳥

御
人

後
「

玖

鑰．

叡
献

纂
鹸

．

鷺
価
林

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

梶

　

　

　
チ
　

　
　

ア
フ

　

　
ら

　
（
上〕

香

底
箸
，

．
羅
陟 ．

上．．
摩
嘆
評

耶（
上）

毒
訶

　
璽

＋
二

宿
（

ノ

）

印

先
（

ウ

）

虚
肥

合

卑
せ

改
。

・

＝
ッ
）

の

尺
外
に

相
（

ヒ
）

　

叉
（

へ
）

よ
。

「

「

＝
ッ

／
）

室

亦
相

E
）

叉
（

へ
）

貳

眞
壱
（

二

）

日
（

7
）

　

　

　

　

　

　
サ
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　リ
テ
ペ
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
ニ

　

　

コ
タ

　
「

奄
諮

途
乞．

上∀

灑．
岳

春

恒（
↓

評

罹・
よ）

香
，

涅
λ

瞬
去

．

泙・
上旨．

耶
β
煽

魔、

糞
訶
（

有

　
本

奔
篠
旦

有
伝

藝
》

六
ウ

「

先
（

ツ
）

所

施
の

飯

食
五

味
雜
粥

等
の

料
（

ヲ
）

加
−

持
（

ン
）

て
「

素
辧
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
ニ

　

（

・

ト

ア
）

せ

（

・

）

次
（

二

）

五

味

髴
働
煮
て

稀
ナ

ラ

令
（

A
ル
）

山

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

マ

レ

　

と

勿
れ・

・

五

味
都

鑾
豆
油

壁
可

鑿
（

ノ
）

多
少
を

蠹
・

竜
を

以

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　コ
　

　

　
　

　

　
　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
イ

　

て

其
（

レ
）

を
し

て

蹐
（

ラ
）

命
ハ

メ
）

よ

少
（

・
／

）

許
．

華
暑
レ

ヨ

．

　

切

谿
填
威

護
−

淨
（

セ
）

改，

〔

於
〕

資
盆
（

＝

）

盛
レ
．

灘
・

士
夜

　

白
檀
香
を

磨
れ
．

時

巽
太
．

所
・

施
の

處

愚
ケ

八

方
ド

各
（

・

）

二
・

）

　

　

　

　

ヌ
　

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ニ

芽

の

小
痼

呉
二

）

塗
（

レ
）

。

次
（

二

）

爪
冨

に

大
「

輩
元

眼
法
茂
（

ノ

）

　
［

之
］

氾
を

　

起
（

ス
）

霹
巴．
尋縮
磆
、

（

シ
）

　

［

於
〕

瑜
伽

中
に

「

種
く

受
用
（

ノ
）

　
［

之
］

目
大

を

　
う
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